
きょうのニュース

仲間とつないだ仲間とつないだ969655㌔ 歓喜のフ㌔ 歓喜のフィィニニッッシシュュ

優
勝
市
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概況 週間天気は 面
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莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

面

仕
分
け

終
了
、
財
源
捻
出
は
遠
く

川
内
に
復
興
支
援
サ
ク
ラ

本
植
樹

福
島
Ｕ
、
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
進
出
…

伊
達
で
住
宅
な
ど
４
棟
全
焼
…
…
…

テレビ・ラジオ
番組と解説 面
地方版 ８～ 面
健 康 ６面
シニア ７面
ひろば 面
ステップアップ問題 面

ＨＰ ツイッター
にも掲載

本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

目黒吉久氏菅 俊一氏

芝
を
張
り
替

え
た
ば
か
り
の

福
島
市
の
公
園

で
、
母
親
が
子

ど
も
と
サ
ッ
カ

ー
を
楽
し
む
。
会
話
が
弾

ん
で
い
る
。
孫
と
歩
く
お

年
寄
り
の
姿
も
あ
る
。
原

発
事
故
に
伴
う
放
射
線
量

が
下
が
り
、
人
の
姿
が
戻

っ
て
き
た
▼
市
内
に
は
五

百
以
上
の
公
園
が
あ
る
。

市
は
震
災
前
、
一
定
の
広

さ
が
あ
れ
ば
芝
生
を
増
や

し
た
。
「
転
ん
で
も
け
が

を
し
に
く
い
」
。
地
域
の

要
望
を
受
け
た
対
応
だ
。

芝
は
、
細
い
葉
や
茎
が
四

方
に
広
が
る
。
堅
い
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
比
べ
、
ク
ッ

シ
ョ
ン
替
わ
り
に
な
る
。

公
園
に
植
え
る
の
は
国
内

に
自
生
す
る
「
野
芝
」
だ
。

上
で
な
く
横
に
伸
び
、
刈

り
取
る
手
間
が
少
な
く
て

済
む
利
点
が
あ
る
▼
い
わ

き
市
で
十
八
日
ま
で
開
か

れ
た
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
連
日
数
千
人
が
選

手
に
付
い
て
歩
い
た
。
十

八
ホ
ー
ル
を
回
る
と
距
離

は
約
十
㌔
に
な
る
計
算

だ
。
「
健
康
的
で
、
癒
や

し
の
効
果
も
あ
る
」
。
関

係
者
は
芝
の
上
で
体
を
動

か
す
利
点
を
説
い
た
。
コ

ー
ス
の
芝
は
、
公
園
で
よ

く
見
る
種
類
よ
り
細
く
、

ふ
か
ふ
か
し
て
い
る
。
た

だ
、
水
ま
き
や
除
草
な
ど

管
理
が
難
し
い
▼
放
射
性

物
質
が
付
き
や
す
い
と
も

さ
れ
た
。
福
島
市
は
公
園

の
芝
や
土
の
入
れ
替
え
を

来
年
度
で
終
え
る
。
「
近

く
の
公
園
で
、
思
い
切
り

遊
ば
せ
た
い
」
。
親
子
の

願
い
が
か
な
い
、
笑
い
声

が
響
く
よ
う
に
な
る
に

は
、も
う
少
し
の
我
慢
だ
。

「
第

回
ふ
く
し
ま
駅
伝
」
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
参
加
い
た
だ
い
た
出
場

各
チ
ー
ム
、
関
係
者
と
ご
声
援
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
県
民
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
福
島
県

を
は
じ
め
市
町
村
、
警
察
、
自
衛

、
関
係
各
団
体
、

特
別
協
賛
の
東
北
電
力
、
東
邦
銀
行
、
サ
ン
ト
リ
ー
、

協
賛
の
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
、
福
島
綜
合
警
備
保
障
、

特
別
協
力
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
、
福
島
ト
ヨ

タ
、
賛
助
各
団
体
の
ご
支
援
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

福
島
陸
上
競
技
協
会

福

島

民

報

社

ご
協
力

ご
支
援
に
御
礼
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莪
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莪 莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
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三
春
４
連
覇

西
郷
初
優
勝

第
二
十
四
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
は
十
八
日
、
白
河
市
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
市
の
県
庁
前
ま
で
の

区
間

・
５
㌔
の
コ
ー
ス
で
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
序
盤
か
ら
目
ま
ぐ
る
し
く
首
位
が
変
わ
る
レ
ー
ス
展
開
と
な
っ
た
が
、
市
の
部
は
終
盤
郡
山

市
が
会
津
若
松
市
を
突
き
放
し
、
５
時
間
８
分

秒
で
二
年
ぶ
り
六
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
、
総
合

優
勝
し
た
。
町
の
部
は
三
春
町
が
５
時
間

分

秒
で
四
年
連
続
六
度
目
の
栄
冠
に
輝
い
た
。
村
の

部
は
西
郷
村
が
５
時
間

分

秒
で
悲
願
の
初
優
勝
。
五
十
一
チ
ー
ム
の
八
百
九
選
手
は
、
晩
秋
の

福
島
路
の
沿
道
の
大
声
援
に
応

え
、元
気
な
走
り
を
見
せ
て
い
た
。

只
見
町
長
選
あ
す
告
示

現
職

新
人

２
氏
の
争
い
か

①郡 山 5°0813”
②会津若松 5°1033”
③い わ き 5°1213”
④二 本 松 5°1752”
⑤福 島 5°1814”
⑥須 賀 川 5°2059”
⑦白 河 5°2318”
⑧田 村 5°2414”
⑨三 春 5°2416”
⑩喜 多 方 5°2541”
⑪鏡 石 5°2655”
⑫南 相 馬 5°2715”
⑬本 宮 5°2745”
⑭伊 達 5°2931”
⑮会津美里 5°3002”
⑯猪 苗 代 5°3137”
⑰石 川 5°3326”
⑱西 郷 5°3338”
⑲泉 崎 5°3345”
⑳会津坂下 5°3401”
㉑矢 吹 5°3508”
㉒平 田 5°3606”
㉓玉 川 5°3738”
㉔相 馬 5°4200”
㉕南 会 津 5°4218”
㉖中 島 5°4300”
㉗ 川 5°4427”
㉘浅 川 5°4502”
㉙柳 津 5°4512”
㉚古 殿 5°4647”
㉛川 俣 5°4752”
32下 郷 5°4930”
33浪 江 5°5021”
34富 岡 5°5214”
35桑 折 5°5224”
36矢 祭 5°5418”
37棚 倉 5°5430”
38天 栄 5°5438”
39楢 葉 5°5449”
40磐 梯 5°5627”
41小 野 5°5642”
42大 熊 5°5658”
43新 地 5°5840”
44国 見 6°0011”
45只 見 6°0342”
46広 野 6°0448”
47大 玉 6°0814”
48西 会 津 6°1831”
49双 葉 6°2221”
50 塙 6°2252”
飯 舘 3°2059”

（８区からオープン参加）

総合成績

自
民
３
区

菅
野
氏
を
擁
立

船
引
の
女
性

塾
経
営
者

総合・市の部で２年ぶり６度

目の優勝を飾り、フィニッシ

ュする郡山市の加瀬茂樹選手

村
の
部
で
初
優
勝
（
総
合

位
）
を
決
め
、

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
西
郷
村
の
大

翔
太
選
手

町
の
部
で
４
年
連
続
６
度
目
の
優
勝
（
総
合
９
位
）
を
果

た
し
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
三
春
町
の
玄
葉
啓
太
選
手

蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲

県内選挙区立候補予定者
◆１区

石原 洋三郎 生活 前①

亀岡 偉民 自民 元①

渡部 チイ子 共産 新

◆２区

太田 和美 生活 前②

根本 匠 自民 元⑤

酒井 秀光 幸福 新

◆３区

玄葉 光一郎 民主 前⑥

菅野 佐智子 自民 新

小山田 智枝 共産 新

◆４区

菅 一郎 自民 新

小川 右善 社民 新

小熊 慎司 維新 新

◆５区

吉田 泉 民主 前③

吉野 正芳 自民 前④

坂本 剛二 自民 元⑥

吉田 英策 共産 新

※敬称略。名前の後は年齢。丸

数字は当選回数 前」は前職、

「元」は元職 新」は新人。

民
主
１
区

渡
部
一

氏
に
立
候
補
要
請

民
主
党
は
十
八
日
、
衆

院
選
本
県
１
区
の
党
公
認

候
補
と
し
て
同
党
の
前
衆

院
議
員
（
比
例
東
北
）
の

渡
部
一
夫
氏
六
四
を
擁
立

す
る
方
針
を
固
め
、
本
人

に
立
候
補
を
要
請
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
渡

部
氏
は
前
向
き
に
検
討
し

て
い
る
も
よ
う
で
、
十
九

日
に
地
元
の
南
相
馬
市
の

支
持
者
ら
と
協
議
し
、
最

終
判
断
す
る
。

民
主
２
区
は

山
口
氏
浮
上

民
主
党
県
連
の
衆
院
選

本
県
２
区
の
候
補
者
擁
立

作
業
で
十
八
日
ま
で
に
、

新
た
に
同
党
の
前
衆
院
議

員
（
比
例
東
北
）
の
山
口

和
之
氏
五
六
の
名
前
が
浮

上
し
て
き
た
。
た
だ
、
山

口
氏
は
同
党
の
来
夏
の
参

院
選
比
例
代
表
の
候
補
者

に
内
定
し
て
お
り
、
受
諾

は
難
し
い
状
況
に
あ
る
と

い
う
見
方
も
あ
る
。

３
面
に
続
く

莢莢

莢莢

十
二
月
四
日
公
示
、
十

六
日
投
開
票
の
衆
院
選

で
、
自
民
党
県
連
は
十
八

日
、
本
県
３
区
の
公
認
候

補
と
し
て
、
田
村
市
船
引

町
で
学
習
塾
を
経
営
す
る

新
人
菅
野
佐
智
子
氏
五
九

を
擁
立
す
る
と
発
表
し

た
。
近
く
党
に
公
認
申
請

す
る
。

同
日
、
須
賀
川
市
で
開

い
た
党
県
第
３
選
挙
区

支
部
支
部
長
・
幹
事
長
会

議
で
決
め
た
。
岩
城
光
英

県
連
会
長
は
終
了
後
、

記
者
団
に
、
女
性
を
擁
立

す
る
こ
と
で
、
同
区
に
立

候
補
す
る
外
相
で
民
主

党
の
前
職
玄
葉
光
一
郎
氏

四
八
と
の
対
抗
軸
を
鮮

明
に
す
る
狙
い
が
あ
る
と

説
明
。
「
女
性
の
視
点

を
大
事
に
し
て
戦
い
た

い
。
地
元
の
立
場
に
立

っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い

く
こ
と
を
訴
え
る
」
と
語

っ
た
。

菅
野
氏
は
小
野
町
出
身

で
、
桜
美
林
大
卒
。
政
治

経
験
は
な
い
と
い
う
。
十

九
日
に
田
村
市
内
で
記
者

会
見
す
る
。

本
県
３
区
は
玄
葉
氏

の
他
、
共
産
党
の
新
人

小
山
田
智
枝
氏
四
三
が
立

候

補

を
表

明

し

て

い

る
。

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

い
思
い
結
実

原
正
夫
郡
山
市
長

二

年
ぶ
り
六
度
目
の
優
勝
、

本
当
に
お
め
で
と
う
。
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越

え
得
た
栄
冠
は
、
市
民
に

喜
び
と
感
動
を
与
え
て
く

れ
た
。

い
思
い
の
こ
も

っ
た
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で

つ
か
ん
だ
勝
利
。
心
か
ら

健
闘
に
感
謝
し
た
い
。

町
復
興
の
力
に

鈴
木
義
孝
三
春
町
長

追
わ
れ
る
立
場
だ
っ
た

が
、
監
督
と
選
手
が
一
丸

と
な
っ
て
力
を
発
揮
し
、

四
連
覇
を
達
成
し
て
く
れ

た
。
選
手
の
最
後
ま
で
懸

命
に
走
る
姿
は
、
町
民
に

元
気
を
与
え
て
く
れ
た
。

町
の
復
興
に
も
つ
な
が
る

は
ず
。

さ
ら
な
る
高
み
を

佐
藤
正
博
西
郷
村
長

悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し

た
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
の
健

闘
を
心
か
ら
た
た
え
た

い
。
こ
れ
ま
で
優
勝
に
手

は
届
か
な
か
っ
た
が
、
先

輩
が
土
台
を
築
い
て
く
れ

た
成
果
。
今
後
も
努
力
を

継
続
し
、
さ
ら
な
る
高
み

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

任
期
満
了
に
伴
う
只
見

町
長
選
は
二
十
日
告
示
、

二
十
五
日
投
票
で
行
わ
れ

る
。
再
選
を
目
指
す
現
職

目
黒
吉
久
氏
六
〇
‖
無
所

属
‖
と
元
町
商
工
会
長
の

新
人
菅

俊
一
氏
六
七
‖

無
所
属
‖
が
立
候
補
を
表

明
し
て
お
り
、
平
成
二
十

年
の
前
回
と
同
じ
両
氏
に

よ
る
選
挙
戦
と
な
る
公
算

が
大
き
い
。

立
候
補
の
届
け
出
は

二
十
日
午
前
八
時
半
か

ら
午
後
五
時
ま
で
町
役
場

で
受
け
付
け
る
。
投
票
は

二
十
五
日
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
町
内
二

十
二
カ
所
で
行
わ
れ
、
午

後
七
時
半
か
ら
朝
日
地

区
セ
ン
タ
ー
で
開
票
さ

れ
る
。

九
月
一
日
現
在
の
有
権

者
数
は
四
千
百
六
十
九
人

（
男
一
千
九
百
八
十
九
人
、

女
二
千
百
八
十
人
）
。

ふ
く
し
ま
駅
伝
は
福
島

陸
上
競
技
協
会
と
福
島
民

報
社
の
主
催
。
五
十
一
市

町
村
（
飯
舘
村
は
後
半
ス

タ
ー
ト

が
参
加
し
た

大

会
名
誉
会
長
の
高
橋
雅
行

福
島
民
報
社
社
長
の
号
砲

で
、
白
河
市
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー

ト
、県
庁
前
を
目
指
し
た
。

市
の
部
は
序
盤
か
ら
郡

山
、
会
津
若
松
、
い
わ
き

の
三
市
が
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト

を
繰
り
広
げ
た
。
郡
山
は

１
区
で
先
頭
に
立
っ
た
い

わ
き
を
２
区
で
逆
転
し
た

が
、
４
区
で
い
わ
き
に
首

位
を
奪
わ
れ
た
。
５
区
で

郡
山
が
首
位
を
奪
い
返

し
、
前
半
７
区
ま
で
ト
ッ

プ
を
保
っ
た
。
会
津
若
松

は
６
区
の
佐
藤
敦
之
選
手

（
中
国
電
力
）
が
区
間
新

の
走
り
で
猛
追
し
、
８
区

で
逆
転
。
後
半
は
郡
山
、

会
津
若
松
が
代
わ
る
代
わ

る
先
頭
を
走
っ
た
が
、
郡

山
の

区
橋
本
真
孝
選
手

（
学
法
石
川
高
三
年
）
が

ス
パ
ー
ト
、
会
津
若
松
に

１
分
７
秒
の
差
を
つ
け

た

区
で
さ
ら
に
差

を
広
げ
二
年
ぶ
り
に
先
頭

で
加
瀬
茂
樹
選
手
（
城
西

大
二
年
）
が
フ
ィ
ニ
ッ
シ

ュ
テ
ー
プ
を
切
り
、
総
合

優
勝
も
果
た
し
た
。
会
津

若
松
は
第
二
回
大
会
以
来

二
十
二
年
ぶ
り
の
２
位
。

町
の
部
は
三
春
が
安
定

し
た
走
り
を
見
せ
、
前
半

に
４
区
岡
本
尚
文
選
手

（
日
立
物
流
）
ら
三
人
が

区
間
賞
を
奪
っ
た
。
後
半

に
鏡
石
、
会
津
美
里
が
追

い
す
が
っ
た
が
振
り
切
っ

て
総
合
で
も
９
位
に
食
い

込
ん
だ
。

村
の
部
は
西
郷
が
５
区

長
田
基
樹
選
手
（
学
法
石

川
高
二
年
）
ら
三
人
が
区

間
賞
を
奪
う
な
ど
各
区
間

常
に
上
位
を
う
か
が
い
、

初
優
勝
。
八
人
が
区
間
賞

を
獲
得
し
た
泉
崎
の
七
連

覇
を
７
秒
差
で
阻
ん
だ
。

次
回
大
会
は
来
年
十
一

月
十
七
日
に
開
か
れ
る
。
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